
H6 H28

減便
（R1.１０～）

休止
（H30.9～）

減便
（H31.4～）

減便
（R1.１０～）

現状と
課題

運行本数

15分に1本程度
30分に1本程度
1時間に1本程度以下
コミュニティバス

このままでは、赤字路線の減便・廃止が続き、
周辺部のバス路線は壊滅的な状況

これ
から

目標

基本
方向

具体
施策

コンパクトでネットワーク化された都市を支える

利便性の高い公共交通サービスを安定的に提供する

誰もが利用しやすい
公共交通サービスの提供

公共交通の経営
の健全化・安定化

成果
指標

公共交通の利用者数 公共交通不便地域の人口
都心や拠点の公共交通
アクセシビリティ

公共交通の収支率

都市全体を見渡した
効率的・合理的な
公共交通網の形成

交通が不便な地域
における安定的な
公共交通の確保

利用環境の改善
による利用促進

・重複区間における
路線集約、再編

・乗り継ぎ環境の向上
（結節点機能の強化）

・ダイヤ調整
（団子運転の解消）

・再編で生み出された
余力を活用した路線
の拡充

・基幹的公共交通の
の強化

・高齢者・障害者割引
（市負担で実施）

・ICカード利用環境
の拡充

・ゾーン運賃制

・乗り継ぎ割引など
の導入

・カラー化等による
バスレーンの実効性
の確保

・ボトルネック交差点
等の改良

・PTPSの拡充

・路線再編など運行の
効率化による経営の
安定化や人手不足へ
の対応

・バス路線の見える化

・上屋、ベンチ等の
設置

・わかりやすい運行
情報の提供

（デジタルサイネージ
等の設置）

・バリアフリー
（車両、バス停）

・P&(B)R、C&(B)R
の促進

・新たな生活交通の導入
（乗合タクシーの導入等）

・既存の生活交通の
維持・改善

・タクシーの利用環境
改善

施策の
方向性

地域公共交通網形成計画の全体像

路線の維持・充実
(路線再編)

利用しやすい
運賃

速達性の確保
労働環境の
改善

待ち環境等
利用環境の向上

交通不便地域の
移動手段の確保

乗れる 働きやすい 速い お手軽 便利・快適 安心

これらのサービスが継続的に提供される

80%未満の赤字区間
80〜100%の赤字区間
⿊字系統がある区間

＜凡例＞ 収支率

路線バスは利用者の減少に伴い、運行区間が20年間で24％減少し、
人口減少の大きい周辺部で大幅に減便

これ
まで

＜H30収支＞
収支率84％

156系統が赤字
赤字総額は7億円

近年もバス路線の休止・減便は続いており、「対策は待ったなし」の状況！！

資料１


